
Aグループ
A-1 商業者との連携による体験型授業における

SNS活用の試み　
神奈川大学　山岡　義卓

大学近隣の商店との連携によるPRシートと改

善提案レポートの作成を課題としたPBL体験型演

習授業において、学習効果を高めることを目的に

連携団体のSNSページに学生が活動内容を投稿す

る形の情報発信を行っている。結果のアンケート

調査からは、地域社会や商業への関心が高まると

ともにフィールドワークのおもしろさを実感する

等キャリア形成の観点からの学習効果が確認され

た旨の報告があった。

A-2 ICTを用いた授業関連私語の許容タイミン
グ可視化が講義の双方向化に及ぼす効果

日本大学　木村　敦

授業関連私語まで厳しく禁止してしまうと、学

修意欲や学生間の自発的な学びを抑制することに

もつながる。そこで、講義スライドのワク内に授

業関連私語の３段階の許容タイミングを可視化す

るシステムを導入している。その結果、学生によ

る授業の静粛度評価や満足度評価が向上し、また、

双方向型授業を行う機会が増加し、適切なタイミ

ングで授業関連私語が生起したことが示唆された

旨の報告があった。

A-3 相互評価支援システム（PEAS）によるプレ
ゼンテーション技術の向上のための教育実践

法政大学　豊島　純子

デザイン工学部科目「プレゼンテーション技術」

から誕生したICT活用の相互評価支援システム
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(PEAS)による教育実践の報告である。本授業は

ビデオ撮影と相互評価により、理工系学生の総合

的なプレゼンテーション能力の向上と自ら主体的

に学び考える力の養成を目標としている。PEAS

の導入により相互評価の即時性、正確性、利便性

が担保され、学修成果の可視化が可能になり、そ

の結果、学生のプレゼンテーション技術の向上と

アクティブ・ラーニングの実現が確認できた旨の

報告があった。

A-4 PBLにおける学生の相互評価によるルーブ
リック活用とその教育効果

駒澤大学　青木　茂樹

多用されているPBLは、その評価方法や教員の

負担の大きさも課題となっている。そこで学生数

48名のゼミで、Google Formsのアンケートを利

用して学生グループごとの相互評価にJIKOTAKO

（自己他己）を利用することで、教員の負担を増

やすことなく、年次ごとに学生の様々な能力の成

長が定量的に確認でき、教員との面接で補完する

ことにより、次の具体的目標を個別指導すること

ができるようになった旨の報告があった。

A-5 Skype会議を通じた共同新製品開発
拓殖大学　佐藤　正弘

SkypeやグーグルドライブといったICTを活用

することによって、東京の企業と福岡県の西南学

院大学との遠隔地間で、新製品の共同開発と本

PBLを実施することによって、学生たちの「専門

知識への探究心」と「社会人基礎力」という２つ

の能力を向上させている。このように、距離的ハ

ンデのある地方大学でも東京の企業と産学連携型

のPBLを行うことが可能なことを証明した旨の報

告があった。

平成30年度

ICT利用による教育改善研究発表会開催報告

3
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本発表会は、全国の国公立大学・短期大学教員を対象に、教育改善のためのICT利用に

よるFD活動の振興普及を促進・奨励し、その成果の公表を通じて大学教育の質的向上を

図ることを目的としている。今年度は平成30年８月９日（木）に東京理科大学（森戸記

念館）において開催した。台風による交通機関混乱のなか、一般参加者は102名（61大学、

２短大、賛助会員２社）で、発表会は第１次選考も兼ねて45件の研究発表が行われた。

当日の発表内容は以下の通りである。その後、第２次選考を９月22日（土）に実施し、

11月26日（月）の本協会の第23回臨時総会冒頭に表彰式を行った（詳細は次号に掲載）。
※以下の発表者名は発表代表者のみ掲載
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A-6 ４キャンパス同期型の遠隔授業における対
話の試み

国際医療福祉大学　白岩　英樹

教養教育で、ICTを活用しての対話構築の試み。

複数キャンパス同期型の多人数授業で、内的対話

の実現に寄与しているレスポンスシートのフィー

ドバック時に視聴覚的な改善を施すことで、受講

生は遠隔授業で出逢う多様な他者との対話が可能

となり、彼らの内面はより多層的なものへ深化を

遂げている。また「教員不在」という問題も、ル

ーブリックの運用方法に手を加えることで「存在

感」の構築が可能となり、受講生間での協働につ

ながった旨の報告があった。

A-7 LMSを活用したグローバルな視野育成のた
めの授業改善への取り組み

関西外国語大学　笠井　正隆

ICTを利用した「グローバルな視野」を育成す

る授業の改善報告である。「グローバルな視野」

中心要素の体系的な学び不足、評価手法の未整備、

学修活動実施の時間的制約に対処するため、その

説明テキストと音声をLMSに実装し反転授業のメ

ディア教材として活用している。プリ・ポストテ

スト、アンケート等から、学びの効果・効率・魅

力の点で改善が図られた旨の報告があった。

A-8 ICTを活用したアクティブ・ラーニングに
おける音読の効果

帝塚山大学　柳　元和

知識の定着を図るため、音読を取り入れICTを

活用した授業の実施報告である。教科書を音読さ

せ、インターネットによる用語検索、Googleフォ

ームによる小テスト実施とミニレポート収集を行

っている。前年度および類似科目との成績の比較

では有意差は見られなかったが、受講者アンケー

トから教科書通読に対する積極的な姿勢が育って

いることを確認した旨の報告があった。

A-9 経営者インタビュービデオを使った傾聴力
と発言力を高めるトレーニング・プログラ
ム

九州産業大学　聞間　理

コミュニケーション力を高めるためのトレーニ

ング型授業の実施報告である。経営者インタビュ

ービデオを要としたグループワーク型の授業であ

り、「繰り返しの型」と「新鮮な体験」の両立、

「傾聴力」と「発言力」の向上を目標として構成

している。傾聴力・発言力の評価、振り返りレポ

ート、授業評価アンケートからは学生のコミュニ

ケーション力向上が伺えた旨の報告があった。

A-10 検索連動型広告を使ったインターネット
マーケティングによる教育改善

大谷大学　上田　敏樹

卒業論文執筆のためのインターネットマーケテ

ィング・プロジェクトの実施報告である。プロジ

ェクトの目標は学内博物館と連携しての入館者増

大。事前学習としてITパスポート等をe-learning

により取得させ、スコープ管理・タイム管理・コ

ミュニケーション管理の観点から指導している。

その評価と効果を学生アンケートとARCSモデル

により分析した旨の報告があった。

A-11 発表辞退

A-12 eポートフォリオを活用したレポート作成
能力向上の試み

神戸女子大学　貝増　匡俊

ｅポートフォリオを活用したレポート作成能力

向上のための授業改善報告である。ｅポートフォ

リオによる文献発表の評価や質問をスレッドにあ

げディスカッションを行っている。また、各人の

作成ファイルをｅポートフォリオで共有化し、グ

ループワークによるレポート作成を効率化してい

る。その教育効果をｅポートフォリオのアクセス

数と振り返りシートにより分析した旨の報告があ

った。

A-13 ICTを活用した世代間交流による協働学
習～表現教育とキャリア教育の接点での
試み

淑徳大学　杉原　麻美

学生がICTを活用しながら世代の異なる児童、

子育て世代、事業運営者と協働する正課外プログ

ラムに関する報告である。これは、同質性の高い

学習者間では得られないメタ学習の誘発を目指

し、世代間交流によるワークショップ「“働く”

の教室」を中心とする越境型の協働学習としてデ

ザインされ、キャリア教育、表現教育、ICTスキ

ルの向上も内包したものである。タブレット端末

の持つ特性とWeb会議の活用においてメリットが

確認でき、学生の多面的な学びを醸成することが

できたとの報告がなされた。

A-14 グローバル人材育成科目開発・アクティ
ブラーニング型授業としての反転授業の
実施

明治学院大学　関口　幸代

グローバル人材育成を目指し、学部横断型アク

ティブラーニングの反転授業科目の開発と実践に

関する報告である。これは、学内教学改革プログ

ラムとして開発され、教材配信・課題提出のプラ

ットフォームとして学習者が日常的に使用する機

器からアクセスが容易なアプリをLMSとして利用

し、アクティブラーニング型授業としての反転授

業の実施の必須要素である予習先行型の学習活動

を促進する学習環境を整えたものである。この教

育改善の実施概要と効果について報告がなされ

た。

事業活動報告



A-15 地域伝統産品のブランド価値向上を図る
ICTを活用したPBL活動

金沢星稜大学　奥村　実樹

高等教育機関が地域と連携し実施するPBL活動

が全国的に見られるようになっていることを踏ま

え、その活動に関してICTを利用し、その活動状

況を、活動中に広く学外の人々に伝えることが、

社会的な課題の解決に迫ることができる点を考察

した報告である。テーマと関連して広がっていく

活動の様子に一種のストーリー性を感じさせるも

のもあること、またこのような仕組み作りは、リ

ンクなどでさらにそのテーマを拡大させる意味を

持つことなど、PBL的な活動の情報伝達とICTに

相性の良さが認められたとの報告がなされた。

A-16 グローバルマインドを培う海外大学との
連携授業プログラム

関西大学　山本　英一

関西大学の海外大学との連携授業プログラム

「オンライン国際連携学習(Collaborative Online

International Learning：COIL」の取り組みに関す

る報告である。これは、異文化対応能力、英語を

はじめとする外国語によるコミュニケーション能

力そして異文化背景を持つ構成メンバーの集団で

の課題解決を遂行する3つの能力を統合的に適用

する試みがなされており、従来型の議事コンテキ

スト・疑似課題を基本とする教育・学習スタイル

の改善に向けた提案が報告された。

Bグループ
B-1 発表辞退

B-2 ICTを活用した反転授業導入による成績評
価および学習意欲の定量的変化

東京理科大学　鈴木　克彦

物理学科の専門教育においてICTを活用した反

転授業を導入し、テスト得点分布や学習状況の変

化について６年間のデータに基づいた解析結果に

関する報告である。通常授業の実施年度における

テストの得点分布は、ピーク位置の異なる２つの

分布の重ね合わせとなったのに対し、反転授業実

施年度では得点の低い側のピークが消え、成績下

位者の減少が確認できたこと。また家庭学習時間

が大幅に増加したことが報告された。

B-3 実践的ものづくり・メカトロ創造教育にお
けるPBLの取り組み

関東学院大学　西田　麻美

機械、電気電子、情報通信などのメカトロ要素

技術の擦り合わせ教育の確立を図るため、ICTを

利用して柔らかいロボット製作を体験する実習シ

ステムインテグレート型授業の報告である。機械

設計研究室のゼミ生を対象に実施したメカトロ創

造教育の取り組み状況と学生へのアンケート結果
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より、ロボット製作を通して実務を短期間で体験

的に学びながら異分野の技術に触れることがシス

テムインテグレータ人材の育成に効果的であるこ

とが報告された。

B-4 YouTubeをプラットフォームとしたカス
タムメイド動画による事後学修

日本大学　中釜　達朗

化学の専門科目の授業後、履修生に対して授業

内容に関する自作のYouTube動画を任意に提供し

たときの教育効果について検証した結果に関する

報告である。YouTubeのアナリティクス機能によ

る視聴回数、使用端末あるいは再生率の情報から、

演習の事前学修では「すきま時間」に知識を得た

いとの要求からスマートフォンなどの携帯端末が

使用され、授業の事後学修では「落ち着いた環境」

で学習したいとの要求からPCが使用されている

特徴が見られることが報告された。

B-5 実験科目を核とした総合的な教育システム
の構築の試み

日本大学　岩淵　範之

農学・生物系の分野で必須の実験科目におい

て、Moodleを中心とするICTを導入した教材の可

視化、随時学習システム、習熟度の自動評価シス

テムの導入効果に関する報告である。レベルの多

様化した学生を相手にした多人数教育で、多くの

学生をある一定以上の水準に導く時間が大幅に短

縮されるとともに、実験で習得した技術を利用し

て未知なものに挑戦するという能動的学習スタイ

ルに重点を置いた高い教育効果が見られたことが

報告された。

B-6 Team-Based Learning（チーム基盤型
学習）の学習効果の評価

聖路加国際大学　五十嵐　ゆかり

看護学部の臨床実習において、知識の定着、対

象者とその看護のイメージ化、チーム力の３つの

スキルを確実に向上させることを目的として「周

産期看護学」の科目にTeam-Based Learningを導

入した結果に関する報告である。学習教材呈示の

工夫や繰り返しの小テストとフィードバックによ

り知識の定着が図られ、多様な事例や臨床の一場

面を教員が演じるなどにより看護のイメージ化が

向上し、チーム内・チーム同士のディスカッショ

ンとピュア評価によりチーム力の向上が認められ

たことが報告された。

B-7 聴覚障がい対応をクラスの全学生の主体的
学修支援へと発展させるICT活用の実践

北海道医療大学　西牧　可織

聴覚障がいの学生に対する学修支援ツールとし

て導入したモバイル対応の発話・テキスト変換シ

ステム（ノートテイク支援システム）を、心理科

学部の基礎統計学、情報処理演習等の科目におい

事業活動報告



ため、ICT上の遺伝子データベースや解析ソフト

ウェアを活用した専門性の高いアクティブ・ラー

ニングを導入した授業を実施している。授業内容

がどのような場面で必要とされるものなのかを理

解した上で、学生自らに修学を進めさせた結果、

学生の授業に対する熱意や予習・復習にかける時

間の増加をもたらすとともに、受講学生の単位取

得率と成績の大幅な向上につながった旨の報告が

あった。

B-14 栄養士養成課程におけるICT活用とオンデ
マンド動画配信による事後学修支援
大阪夕陽丘学園短期大学　治京　玉記

栄養士教育の根幹となる科目「栄養学」に対し

て、ICTを活用した双方向授業を実施している。

講義において、学生の視覚的理解を促進するため

にパワーポイントおよび電子板書を、学生の理解

度を把握しながら講義を進めるためにクリッカー

を活用している。さらに、講義内容を録画してオ

ンデマンド配信することにより、事後学習を促進

している。これらの取り組みにより、学生の理解

力、問題発見・解決力が向上し、結果として成績

の向上という教育改善効果が得られた旨の報告が

あった。

B-15 電子ジャーナルシステムの導入による、
研究会履修者の学修動機増進の試み

慶應義塾大学　内藤　泰宏

授業科目「研究会」は研究中心のカリキュラム

であり、卒業までに学会発表することを目標に、

履修者各人が研究テーマを持って研究に取り組ん

でいる。2012年度から、より実践的な体験と履

修者間の議論の活性化を目的として、本格的な電

子ジャーナルシステムを導入し、学期末に提出す

るタームペーパーのピアレビューを実施してい

る。この取り組みにより、履修者の学会発表数が

増加傾向を示し、アーカイブ化された過去12年

分のタームペーパーを学生が自主的に活用するな

ど、学生の学修動機を高める教育効果につながっ

た旨の報告があった。

B-16 実験力向上を目的とした応用化学実習の
企画とOh-o! Meijiの活用

明治大学　小川　熟人

応用化学では、「基礎化学実験」、「応用化学実

験」、「化学情報実験」の履修で化学の基本から最

先端まで幅広い化学実験を経験させている。これ

ら実験に取り組むには、高い主体性、計画力、実

行力が必要となるが、これらの基礎的能力を身に

付けるため、学部１年時の「応用化学実習２」に

おいて、Oh-o! Meijiシステムを利用した事前・事

後学習、実験室でのアクティブ・ラーニングを実

施している。この講義により、学生の知識・技能

の定着、思考力・考察力の向上が得られた旨の報

告があった。

38 JUCE Journal 2018年度 No.3

て健常学生の学修支援に活用しているた。この試

みによって学生の能動的学修時間の増加と成績中

位層の知識定着率が向上したことが報告された。

B-8 LMSを活用した新たな読書法と質問づく
りの実践

摂南大学　大塚　正人

LMSを支援ツールとし、参加・分担型読書法

(ABD)とクエスチョンフォーメーション技法

(QFT)を組み合わせた学修戦略を薬学部の授業に

導入しているた。学生が自己の担当した読書内容

を相互に説明しあうとともに学生各自が質問を出

してポイントとなる質問を合議で選ぶ協同学修に

よって知識定着率と学修意欲が向上したことが報

告された。

B-9 反転授業を利用した事前学習および小テス
ト繰り返し受験の教育効果

摂南大学　柳沢　学

建築学科の専門科目の講義に、まず、反転授業

を導入し、その実践結果にもとづいて、反転授業

とLMSを活用した小テスト繰り返し受験とを組み

合わせているた。この試みによって学生・教員の

到達度把握が明確になることによって定期試験の

成績が向上することを明らかにし、この手法が学

生の知識定着度の向上に資することが報告され

た。

B-10 ICTを用いたTBL授業の導入
関西医療大学　池藤　仁美

はり師、きゅう師養成学科３学年次の国家試験

を睨んだ総合演習科目に、学生の主体的学修姿勢

をできるだけ早期に獲得することを支援するた

め、LMSを支援ツールに用いたチーム基盤型学修

(TBL)を導入した試みである。TBLをどのように

有効活用するのが最善かについて、見直しを重ね

ながら改善を図っていることが報告された。

B-11 理系文章作成能力の向上を目的としたピ
アフィードバックの多様化と効率化

南山大学　金山　知俊

理工系学部の学生実習科目（ソフトウエア開発）

におけるレポート作成、成果発表、レビューに、LMS

を活用したルーブリックに基づいたピアフィード

バックを導入し、SNSも併用して学生の文章作成

能力の向上・定着を企図した試みである。学生の

相互評価と教員からの評価に高相関があり、相互

評価の結果が信頼性を有することが報告された。

B-12 発表中止

B-13 ICTを活用した遺伝子組換え技術の体系
的習得

金沢工業大学　佐野　元昭

学生に遺伝子組換え技術を体系的に習得させる
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Cグループ
C-1 LMSの活用による初年次コンピュータ・情報

リテラシー教育の改善
日本大学　毒島　雄二

初年次必修科目において、学生の授業理解度や

情報スキルの習熟度を把握することが困難であ

り、授業運営上の大きな問題となっていた。また

成績評価方法を教員の裁量に任せていたため，一

部の学生から成績認定について異議がでることも

あった。このような現状をふまえ、LMSを活用す

ることにより、授業理解度の把握、成績評価基準

の明確化、学修過程及び成果の可視化等の改善が

実現できたが、有効に活用できなかったクラスが

あるなどの課題がある旨の報告があった。

C-2 Web3D技術を活用した大学の大規模授業
における協働学修

東京工科大学　中村　太戯留

大規模授業で3DCGを扱う場合、学生間でモデ

ルを簡単に共有・比較することができないという

問題がある。この問題に対応するために、

Web3D技術を用いて一般的なWebブラウザで複数

の素材を比較表示する仕組みを開発し、授業に活

用している。その結果、他グループの活動が把握

しやすくなり、学生同士のコミュニケーションも

促進され、自グループのオリジナリティ向上を意

識することで作品の質の向上が図られる可能性が

見えてきた旨の報告があった。

C-3 医療通訳ブレンド学習プログラムの開発と
活用

順天堂大学　大野　直子

英文学部における医療通訳の授業で反転授業と

アクティブ・ラーニングによる教育改善を行って

いる。反転授業の自己学習教材には、Moodleを

用いた双方向型の通訳教材を加え、事前学習とし

て医療英単語クイズ、音声による模擬通訳、異文

化理解の動画視聴などを行っている。この時、受

講者の発話を録音して後で確認することができ

る。改善効果の検証として通訳結果のエラー分析

を行い、エラー数が減少しているという結果が得

られた旨の報告があった。

C-4 留学生と日本語系教師希望学生の双方で作
成する日本語教育教材開発の取り組みにつ
いて

静岡英和学院大学　市原　乃奈

moodleを利用した日本語ｅ-ラーニングの構築

を起案し、現在はゼミ生が中心となって取り組ん

でいる。当該学生は日本語教師・国語教諭を目指

す日本人学生と日本語能力がN3以下の留学生で

あり、LMSにて教材評価等のコミュニケーション

を図っている。当初は日本語教育教材に限定して
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いたが、国語教育教材の開発にも派生しており、

今まで以上に自ら研鑽し習得することの必要性を

理解しているように見える旨の報告があった。

C-5 ICT活用と情報リテラシー教育再構築
湘北短期大学　小棹　理子

基礎的ICT能力を養う科目である「情報リテラ

シー」の再構築を行っている。アクティブ・ラー

ニングは到達目標と成績評価が不明瞭になり、同

一科目でも教員により学修内容や成績評価に偏り

が生じるなどの問題がある。これらを解決するた

め、学修内容の再検討を行ってテキストを作成し

て、ルーブリックを導入し、学生に対し学修目標

を明確化している。以上の改善により一定の効果

が得られる事が確認できた旨の報告があった。

C-6 反転授業の改善と学生の自己調整力向上を
目指したICT活用の取組

首都大学東京　松田　岳士

授業時間外学習を支援するシステムを導入し、

予習コンテンツ受講の改善状況を検討している。

具体的には、受講計画の登録期間の設定を変更し

た複数授業において駆け込み受講と受講忘れの状

況を比較している。その結果、計画登録可能期間

と受講可能期間の重複度合いが低下するにしたが

って、駆け込み受講が減り、計画の登録忘れも減

る傾向がみとめられる一方で、受講忘れに関する

課題も明らかになっており、今後は原因をより深

く探ってさらに改善していく旨の報告があった。

C-7 対面授業からICT活用授業への移行の実践
～コンピュータ系授業

山陽小野田市立山口東京理科大学　亀田　真澄

平成28年度に担当した講義において旧来型の

対面授業を行った結果、受講者全員には十分な学

修環境を提供できないという問題点があり。平成

29年度には、教員提供課題に沿って受講者主導

の授業進行に設計し直し、グループワークによる

協働学習活動を取り入れ、学習成果物（新聞記

事・広告動画作成）を発表かつ相互評価（優劣投

票、ルーブリック評価）させるICT活用型授業に

移行し、評点平均の検定で有意であることが分析

できた旨の報告があった。

C-8 スマートフォンを駆使した学生の自己表現
映像技術の習得

帝塚山大学文学部　牟田口　章人

全ての学生が持っているスマートフォンのビデ

オカメラ機能を使い、映像と音声で様々な表現に

挑戦するアクティブ・ラーニングを実施してい

る。映像作成の基本を短期間で学ぶことで、学生

が優れた潜在能力を発揮し、向学心、研究意欲が

前向きに育っていくことが感じられる旨の報告が

あった。

事業活動報告
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C-9 CBTを活用した学科必修の情報スキル系教
育での反転学習の実践

千歳科学技術大学　小松川　浩

アクティブ・ラーニングにおいて学習者の知識

の定着度にばらつきが大きいと、協働的な学習の

際に議論が活性化せず形骸化する。この問題を解

決するため、CBTを活用した予習を通じて知識定

着を図り、協働的な対面授業を通じて深い学びを

誘引する反転授業の実践を行っている。CBTを活

用した授業デザインを活用することで、基本的な

知識の定着や活用の促進などが図られることが確

認できた旨の報告があった。

C-10 理論とエビデンスに基づいた科学的に効
果のある診断的リスニング指導法

立命館大学　上田　眞理砂

本発表は理論とエビデンスに基づいた科学的に

効果のある診断的リスニング指導法に関する研究

成果を示すものであり、学習者がどの段階でなぜ

理解に至らなかったのか、リスニングにおける自

身の弱点を可視化し、その原因や対処法をピンポ

イトで指導することを可能にしている。実際に大

学講義にもこの指導法が取り入れられ、教育改善

の目的や目標が達成されている旨の報告があった。

C-11 講義ノートの取り方を修得するための
ICTを活用した演習

大阪歯科大学　森　淳秀

学士には専門知識だけでなく、専門分野によら

ない広範な能力が求められ、汎用的能力を獲得で

きない学生は成績が振るわないことが考えられ

る。そのためNHKの科学番組を題材にICTを活用

したアクティブ・ラーニングの授業を実施し、ノ

ートの取り方についてチェックシートなども用い

て学生の汎用的能力を含む多角的な能力向上を図

っている旨の報告があった。

C-12 スマートフォンアプリ及びLMS等の活用
による教育改善とその効果検証について

山形大学　橋爪　孝夫

学士課程教育改革の一環として平成29年度か

ら規格化した１年前期の全学必修科目「スタート

アップセミナー」を通じて、大学生に必要な４つ

の技術（文献・資料調査、課題発見、口頭発表、

論述）を修得させるためのグループ学習にLMSの

活用した事例および独自に開発したスマートフォ

ンアプリ「YU Portal」（直接評価の実施や出席管

理システム）を通じて収集した情報を分析した結

果を紹介し、教育改善や勉学意欲の低下等を早期

に発見または予知する仕組みとなり得る旨の報告

があった。

C-13 フィリピン人学生とのスカイプ交流を舞台
としたカタカナ英語発音脱却への取り組み

実践女子大学　阿佐美　敦子

事業活動報告

具体的には、英語によるスカイプ交流を通して、

日本人学生たちのプレゼンテーションをフィリピ

ン人学生たちに聞かせ、その反応や評価を通して

日本人学生に発音の不備を気づかせ修正させよう

という試みを行っている。実際にフィリピン人学

生の反応が止まる場面などをもとに、日本人学生

一人ひとりに発音指導を通じてフィリピン人学生

の理解を得られるように指導が行われ、英語の発

話およびさらなる学習意欲が増す結果を得られた

旨の報告があった。

C-14 承認欲求をモーチベーションとするプロ
ジェクト授業の活性化に関する質的考察

専修大学　綿貫　理明

少人数プロジェクト指向科目は、テーマに関し

調査して内部発表を行い単位を取ることで終わら

せがちであるが、学生たちの成果を具体的に外部

にビジブルに残すことにより、取り組みへのモチ

ベーションを高めて教育効果を高めることをめざ

している。先輩の活動を写真・動画で見せ、学生

に産官学連携で外部発表の場を用意したり学内広

報にも取材を依頼したりして、学生の承認欲求を

刺激してプロジェクト型授業のモチベーションを

高めることができた旨の報告があった。

C-15 e-learning ホルダーを利用した初歩的
ICT利用の横断的研究

近畿大学　津島　光

ICT教育の教育的効果を確かめるため、教育の

情報化、ぺーパーレス化の実施、e-learningによ

る双方化の試行などの検証を行っている。これは

ICT教育への学生の認知度の検証と対策、ICT教

育のあるべき目標確認、全学科目での各担当者の

取り組みの在り方を模索するためであり、担当教

員ホルダー、担当講義別ホルダー、配布専用ホル

ダー、課題提出ホルダー等を作成した結果を報告

している。

C-16 オンライン英会話を導入したアクティブ
ラーニングの英語コミュニケーション授業

立教女学院短期大学　瀧野　みゆき

次の３つの目標を定めて授業改善を行ってい

る。１．英語の口頭コミュニケーションを集中

的・多量に経験し、一人ひとりが話す機会を多く

持つこと。２．学生の経験する英語のスピーキン

グの質を高め意識を変革するために自律的に英語

を学び・使う意欲を伸ばすこと。３．共通語とし

ての英語を実践的に使う基礎力を育むこと。オン

ライン英会話では、学生の英語レベルと興味にあ

わせた個人レベルの学びを実現し、「自分がこれ

から取り組む課題が分かった」など学生に変化を

与えられる学びの機会を提供したが、この方法に

合わない学生が、一定数いる課題への配慮が必要

である旨の報告があった。


